
a
r
ik
sa
m
u
k
h
as
u
tra

に

お

け

る

P
R
A
M

A

の
分

類
 
(
伊

藤

)
 

一
二

〇

P
a
r
ik
m
a
m
u
k
h
a
s
t
r
aに
お
け

る

P
R
A
M
A
Z
A

の
分
類伊

藤

篤

(
一
)
完
全
知

(
k
o
v
a
la
)
を
頂
点

と
す
る

ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
特
有

の
認
識
根
拠

p
ra
m
a
n
a
)
の
分
類

は
、
ア
ー
ガ

マ
に
見
ら
れ
る
五

つ
の
正
し
い
認

識

(
un
a
n
a
)

を
出

発
点

と
し
て
、
C
m
a
s
v
a
ti
以
後
、
数

々
の
変
遷
を
経
て
、
比
較
的
後
代
に

確
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

の

p
r
am
a
n
a

の
分
類

の
変
遷

の
過
程

で
、

九

世
紀
頃

の
ジ
ャ
イ

ナ
論
理
学
者

a
n
ik
y
an
an
d
in

は
師

と
す

る

と

こ

ろ

の

A
k
a
la
n
k

の
影

響
下
に
お
い
て
、

本
稿

で
扱
う

P
a
r
ik
s
am
u
k
h
a
su
tra
(
以

(
1
)

下

P
m
s
.)
を
著
わ
し
、

そ

の
中

で
彼

は
従
来

の
ジ

ャ
イ

ナ
論
理
学
を

踏

襲

し

っ
っ
も
幾

っ
か
の
独
自
の
論

理
思
想
を
展
開

し
、
特

に
p
r
a
m
n
a
の
分
類

の

確
立

の
点
で
、
彼
以
後

の
ジ

ャ
イ

ナ
論
理
学
に
与
え
た
影
響
は
無
視
し
得
な

い
。

(二)
 
C
m
a
sv
a
ti
に
よ
る

p
ra
m
a
n
a

の
分
類

は
感
覚
器
官

(
in
d
r
iy
a
)
に
も

と
つ
く
感
官
知
(m
a
ti)
を
直
接
知
覚

(p
r
a
ty
a
k
sa
)
と
せ
ず
、

内
容
的
に
は

ア

ー
ガ

マ
に
見
ら
れ

る
伝
統
的
解
釈

を
受
け
継

い
だ
も

の
で
あ
る
。
J
in
a
b
h
a
d
r
a
,

S
id
d
h
a
se
n
a
に
よ

つ
て

m
a
ti
は

s
a
m
v
y
a
v
ah
a
rik
a
と
し

て

p
r
a
ty
a
k
s
a

と
さ
れ
、

k
e
v
a
la

な
ど

の
三

つ
は

も
a
r
a
m
a
r
i
k
a

と
さ
れ
た
。

(三)
 
A
k
a
la
n
k
a
に
よ

つ
て

p
r
a
m
a
n
a
の
分
類
の
確
立
は
そ
の
基
礎

を
得

た
。

し
か
し
そ
れ
は
後
代
に
見
ら
れ
る
確

立
し
た
分
類

と
比

べ
て
、
若
干

の
相

違
を

(
2

)

示

し

て

い
る
。

即

ち

彼

の

分

類

は

a
gqh
iy
a
stra
y
a

な

ど

に

よ

れ

ば

sa
m
v
-

y
a
v
a
h
a
r
ik
a
 
r
a
ty
a
k
s
a

を

m
d
r

及

び

a
n
in
d
riy
a

即

ち

m
an
a
s

に

も
と

つ
く

も

の

の

二
種

に

分
け
、

m
a
n
a

に

も

と
つ

く

p
ra
ty
a
k
sa

と

し

て

先

の

d
m
a
sv
a
t

が

m
a
t

と

同

義

と
し

た

sm
rti
,
 
s
am
un
a
,
 cin
t
a
,
 ab
h
i

n
ib
o
d
h
a

の
四
種

が
言

語

表

現

以

前

の
も

の
に

限

つ
て

入

れ
ら

れ

て

い

る
。

更

に

p
a
ro
k
s
a

の
種

類

に
関

し

て
も

sru
ta

の
中

に

ar
th
a
p
a
tti
,
 
u
p
a
m
an
a

a
n
u
m
a
n
a

を

含

め

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
点

に

よ

つ
て
A
k
a
n
k
a

以

後

の

分

類

と

の
若

干

の
相

違

が

あ

る
。

(四)
 
P
m
s
.
は
全

体

で
六

章

か

ら

構

成

さ

れ
、

第

一
章

で

p
ra
m
a
n
m
の
定

義
、

(
3
)

第

二

章

で

p
r
a
ty
a
k
sa
、
第

三

章

で

p
a
r
o
k
sa

が
説

か

れ

て

い
る
。

p
r
a
m
a
n
a

と
は

「
未

確

定

の
対

象

と

自

ら

の
存

在

と

を

確

定

す

る

認
識

」

(
1
)
と

し

て
定

義

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に

つ

い
て

は

P
ra
b
h
a
c
a
n
d
r
a

に

よ

る

注

釈

書

P
r
a

m
e
y
a
k
a
m
a
-a
m
a
rta
n

に

よ

つ
て

「
ラ

ン
プ

の
光

の
よ

う

な

も

の
」
と
説

明

さ

れ
、

こ

れ
は

従

来

の
定
義

と

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

が
、

H
e
m
a
c
a
n
d
r
a

に

よ

つ

(
5

)

て
更

に
厳

密

に
定

義

さ
れ

て

い
る
。

p
r
a
ty
a
k
sa

に

つ
い

て
は

「
他

の

全

て

の

p
ram
a
n
a

に

も

と

つ

か
な

い
そ

れ

自

体

で
明

瞭

な

認

識

」
(〒
3)
と

し

て

定
義

さ

れ
、

先

の

A
k
a
la
n
k
a

が

a
n
in
d
 

ra
ty
a
k
s
a

と

し

て

sm
rti
以

下

の

四
種

を

言
語

表

現

以

前

の
も

の
に

限

つ

て
認

め

る

点

を

暗

に
否

定

し

て
、

言

語

表

現

に
関

わ
ら

ず

p
a
r
o
k
s
a

た

る

も

の
と

し

て

い

る
。

p
aro
k
sa

の

定

義

に

つ
い
て

は
逆

に

「
b
r
a
ty
a
k
sa

な

ど

の
他

の

p
r
mm
a
n
a

に

も

と
つ

く

認

識

」

(甲
2)
と

し

て
、

記

憶

(
sm
rt
)
、
再

認

識

(
p
r
a
ty
a
b
h

)
、
論

理

思

考

(ta
rk
a
)
、
推

論

(
a
n
u
m
a
n
a
)
、
聖

典

知

(
a
g
a
m
a
)

の
五
種

を
数

え
、

s
m
r

と
は

「過

去

に
経

験

し

た

こ
と

に

も

と

つ

く

認

識

」
(甲
3)
と
定

義

さ

れ
、

p
r
a
t

y
a
k
s
a

に

も

と
つ

く

も

の
と

さ

れ

て

い
る
。

y
ab
h
iun
a
m

と

は

「
記
憶

に

も

と
つ
く

認
識

」
(〒
5)
と

定
義

さ

れ
、

こ

の

r
a
ty
ab
h
 
n
a
n
a

は
更

に

五

種

に
分

ら

れ
、

P
m
s.
で
は

実

例

で

の
み

示

さ

れ

て

い
る

の

で

あ

る

が
、

A
n
an

tav
ir
y
a

に

よ

る

注

釈

書

P
ra
m
e
y
a
r
a
tn
a
m
a

に

よ

れ

ば
、
(
1
)同

一
性

再

認
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識

(
e
k
a
tv
a
 
ra
ty
a
b
h
i

)
、
働
類
似
性
再
認
識

(

rs
y
a
。
)
、
偶
相
異

性
再
認
識

(

a
k
sa
n
y
a
-
。)
、
四
相
互
関
係
性
再

認
識

(p
r
a
tiy
o
gq
i
。)
、
(
5
)

共
通
性
想
起
再
認
識

(
sa
m
a
n
y
asm
r
tir
g
a
。
)
と
説

明
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ

は

ニ
ヤ
ー

ヤ
派

の

u
b
a
m
a
n
a
を
批
判

し
て
五
種

に
拡

大
さ
れ

た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

an
u
m
an
a
に

つ
い
て
は
為
自
比
量
、
為
他

比
量

の
二
種

に
分
け
る
他

に
、
因

(h
etu
)
の
種
類
、

論
証
式
な
ど
に

つ
い
て
第

三
章

の
大
半
を
費
し

て

論
述
し

て
い
る
。

(五)

P
m
m

以
後
の

p
ra
m
a

の
分
類
に

つ
い
て
、
B
e
v
a
s
o
r
i
,
 
P
r
a
m
a
n
a

n
p
y
a
ta
ttv
a
k
a
l
a
n
k
(
以
下

P
n
t
.)
、
H
e
m
a
c
an
d
ra
,
 
P
r
am
a
n
a
m
im
a

m
sa

(
以
下

P
m

)
、
Y
a
so
v
 a
y
a
 

a
r
k
ab
h
a
sa
な

ど
に
よ

つ
て
検

討

し

て
み
る
と
、

こ
れ
ら
三
者

の
分
類
は
完

全
に

一
致
し

て
い
る
。

P
n
t
.は

P
m
s

の
延
長
線

上
に
著

わ
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が

P
m
.
な

ど
と

一
致
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
代
に
お
い
て
は

p
r
a
m
an
a

の
分
類

は
確

立
し
て

い

た
と
考

え
ら
れ
る
。

従
来
、

こ
の
よ
う

な
確
立
し
た
分
類

は

A
k
a
la
n
k
a
に
よ

る
と
さ

れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

確
か
に
そ
の
基
礎
を
築

い
た
点

で

A
k
a
la
n
k
a

に
負
う

と
こ
ろ
は
大

で
あ
る
が
、
先
述

の
よ
う
に
、

A
k
a
la
n
k
a

の
分
類
に

は

未
整
理

の
要
素
が
多
く
、

む
し
ろ

k
y
a
n
a
n
d
ぎ

の

P
m
s
.に
お
け
る
分

類

が
、
P
n

や

P
m
.
な
ど
に
お
け
る
分
類
と

ほ
ぼ

一
致

す

る

と

こ

ろ
か

ら

M
a
n
ik
y
a
n
an
d
in

が

A
k
a
la
n
k
a

の
分
類
を
継
承
し
更

に
体
系
的

に
整
理
し

て
、
ジ

ャ
イ
ナ
論
理
学
に
お
け
る

p
ra
m
a
n
a

の
分
類

を
確
立
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上

P
m
s
.に
お
け

る

p
ra
m
a
n
a

の
分
類

の
も

つ
意
義
を

P
m
.

と
そ
の

前
後

の
ジ

ャ
イ

ナ
論
理
学

の
流
れ
か
ら
簡
単
に
検
討

し
て

み
た

が
、
P
m
s
.も

例
外
な
く
法
称
を
中
心
と
す
る
当
時
の
仏
教
論
理
学

の
影
響
を
強
く
受
け

た
も

の
で
あ

り
、

そ
れ
に
よ

つ
て

a
m

m
an
a

に

つ
い
て
の
考
察

が
拡
大

し
、
逆
に

P
m

.
で
は
伝
統
的
解
釈

に
も

と
つ
く

k
e
v
a
 
m
am

h
p
a
r
y
a
y
a
,
 
a
v
a
d

に

つ
い
て
は
深
く
説
明
し

て
い
な

い
点
な
ど
か
ら
伝
統
的
分
類
を
よ
り
離

れ
た
も

の
と
な

つ
て
い
る
。

P
a
r
ik
s
am
u
k
h
as
u
tr
a

に
お

け

る

P
R
A
M

A

の
分

類
 
(
伊

藤
)
 

一
二

一

-645-


